
学区別意見交換会 

令和２年（2020 年）５月 20 日（水）18：00～19：00 水戸まちづくりセンター 

 

出席者：区長 ３名、まちづくり協議会役員 ４名 

市：谷畑市長、萩原副市長、関係課職員 

 

１． 市長あいさつ 

新型コロナウィルス感染症の対応の経緯や現在の状況について。 

 

副市長あいさつ 

 

  

２． 自己紹介 

 

３． コロナウィルス対策の説明 

・湖南市新型コロナウィルス感染症基本的対応方針第７版抜粋による説明。 

・新しい生活様式 

 

 

４．コロナウィルスに関する意見交換会（地域での困り事等） 

まち協：警戒ステージの期間は。年内行事は無理か。 

 

市長：県が定める基準だが、一定の条件が満たされれば注意ステージになる。 

 

まち協：小中学校再開後の予定は。 

 

市長：１週目は給食なしの午前中、２週目から通常授業となる。 

   長期休みのあとはイジメや虐待・自殺など精神的なものがあり、子どもたちの心 

のケアが必要。 

 

まち協：夏休みの期間はどうか。 

 

市長：校長会で議論しているところ。夏休みを短縮する案がある。 

 

まち協：まち協として子どもの見守り活動を行っているがどうすればよいか。 

 



市長：６月からお願いしたい。 

 

まち協：まち協の総会は書面決議とした。６月から活動を開始しようと考えている。送 

迎サービスは、通院や買い物に必要としている人がいるため継続している。 

環境部会による整備は密にならないよう工夫し、先週から行っている。サロン 

など迷うところ。 

    サンヒルズと水戸まちづくりセンターに橋がかかれば、利用しやすい。 

広い団地中の草の根ハウスを使用させてもらっているが、これ以上は利用者 

を広げられない。 

 

区長：自治会活動４月から中止、草の根ハウスは５月末まで使用禁止。 

   納涼祭、敬老会は中止の方向、フェスタは未定。６月の一斉清掃は屋外であり、 

密を避けて実施予定。 

   市に要望している内容、田代が池公園の外灯設置要望の回答がほしい。 

 

区長：学校が開始されると通学時間のバスが密になる。増便対策はできないか。 

 

まち協：フェスタ、2,000 人規模になる。 

夕方５時のラジオ体操、好評。５月以降も続けてほしい。 

 

市長：苦情もあったが続けてほしい声もある。あくまで防災無線。 

 

区長：水戸小学校からの防災無線は聞こえていない。災害時に活用できるか心配。 

 

市長：確認する。 

 

まち協：徹底した感染予防対策に心配があり実施できない。高齢者の集まる機会が減 

り、今後の介護予防対策が心配。 

 

市長：高齢者でどこにも繋がっていない人を中心に訪問し、把握に努めているところ。 

   避難所の開設も密になるため、地域でも十分に検討していただきたい。 

   一人あたりの面積を広げる、距離をとるなど基準が示されつつあるが、災害時は 

   整理が難しく、現在検討している。 

 

区長：10月の防災訓練はどうなるのか。 

 



市長：５月 28日に市で初動対応訓練を行う。災害時の避難所のたて方も検討する。 

広域の防災訓練、県のポンプ操法は中止。 

 

  まち協：100 歳体操・サロンは中止か、カラオケはダメ。 

 

  まち協：100 歳体操の運営の仕方を提示すると聞いている。 

 

まち協：６月から役員会や運営委員会、ホールを使って実施しようかと思っている。 

 

市長：できるだけ広い場所で行っていただければ。 

 

区長：民生委員の会議もある。 

 

まち協：当分、カラオケも中止、テニスコートやトレーニングルーム、体育館はどうか。 

 

市長：カラオケとトレーニングルームは停止している。体育館は６月から開始予定。 

 

区長：来月、命のバトンの配布がある。新規には説明が必要で方法を悩んでいる。 

時期をずらすも先がわからない。 

 

市長：国勢調査は国が行うと言っている。 

 

区長：コロナの関係で家にいる人が増えているのか、茶釜川の桜の木付近をウォーキン 

グしている人が多い。自転車も通るため危険。ウォーキング専用にできないか。 

 

市長：道路交通法の変更により自転車は車道となったが、20 年ほど前にバイコロジー 

補助で整備をしたもので、要望に応じて変更は可能。 

 

  市長：できる限りの感染防止。子どもや高齢者の虐待が見えない部分、地域の見守りか 

ら市に繋いでいただきたい。 

 

  区長：PCR 検査や入院先はどこか。 

 

市長：県庁の窓口一本化し、保健所と連携している。入院先は県にコントロールセンタ

ーができ、病床を把握している。 

 



区長：６月から学校が始まる。通学路の要望として、白線の消えている箇所が３か所ほ 

どある。各区から要望書を出したいと考えているので、早めに対応してほしい。 

 

市長：地域の中で困っている人の声はどうか。 

 

まち協：散歩がてらサンヒルズで話を聞くことがある。子どもが多く来るため密にな

るので心配。 

 

まち協：情報が途絶え、なかなか声が聞こえてこない。 

 

区長：子どもが家にいて光熱費が増えていると聞く。 

 

市長：そのための水道料金の減免を行う。 

 


